
133.虎姫町五村逃跡出土の

L字形筒状土製品
1.はじめに

五村巡l!lJ}1:l.湖北の主張河川晶li川によ って形成された

自然見防止ょに立J臨する体化l時代集落遺跡である。

1979年に尖仰されたはrJ以!日liW~住にf:ド う絢交では 、

ij{J:!:t1J，品代'ti)f~川 iN;~'~ 3 }，~ ・ 1峠・ t)1R/~宇がf.Jì/ U され 、 犬

哉の弥生土(.:~・ l1a山附総. ~;kflll陶際 ・ 本線U[が出土し

fこ。

特~ïもすべき li';~;生時代後Jtllii~苦情中より出土した巴

形銅i併で、会[lilでも~生時代のものは 10数i立跡でしか

発見されていないものである。/正絞り ・6仰という形

態ながら~径指数等から 8tllll.ÿ代のそれへの過践的な

ものとして位近づけられて勺点{第 2図}。

その後 2 闘にわたる此~~小γ:校改築に-f.l; う調査の際

にも大誌の弥生土ttiiがhもや洛ち込みの中から出オこした。

その年代 b1979年~.ftll寺の L のとほぼlii}時期であり、

畿内の資1斗でj.1iべると、昨日1・従i童書事第45号笠穴上1脅

出よ'i{科にはは~l~行するものである。

2.調査の経過

今回の調liは1984年 9}]I0 [1 に表土司i~びに灰色給土

(cn2JI'i)除去をむ 勺てl制約した。給食センター建物

子定部分に約25X12111、iY'化11"1予定部分に約 5X3m

の制強トレンチを鮫定し、それぞれT1 .T 2と称 した。

JE水的に20-30crnの淡」ニ(tJI土)を恭11ぐと賞色プロ

第 laJ 位鐙図(2方分の 1・明治26年)

・γ7 をi)，'む灰色村i上~'1 1 <l12 11'f ) が白ちらわれる。これ

俗20-判明の"iさをむち無jU物府である.この下に暗

灰色村'j1'.からなるな物包含脳 (w3J日}があり、部分

的に附茶褐色のス 7モを符む.30-4()cmの尽きで対Hl'i

しているj立物包合1t1でめるお 3Jfi!IHlば水子Jjlrlt'lを示

してお 1)、多少の11.');111)1111，1をぷすもののほi!弥生時代後

IYlを '"心とするg合)¥'/でめる。 人)J1:'よるニの包1?Jft

f臨均1) の紡果、~{j;'I '. 1 '. 総の他、，j-;事，~，r，'， ・ 1 :製品が:U ゴ:し

fょ。

T 1 では中 1;1.どより北と I+，j~，お(，)'j止で泌物の日~rl'が見

ら札、部分的1':筏(1.7-~ltlll の ffirち込みが何か所かにあ

り、そよでは良好l二上保.]f;びにイ〈製品がjiWしていた。

弥生仁惚Iよ北佐系 ・ ìlú'~系の想以引p(.などを浪花し

ながらむiIJ).lt地方特イiの Lのか)，1，.!t:となっている。
木11告としては織物近H-てある:?:i~77cmの牒{ らきり )

が 1.... I見ら tL、先を切先~kに加工した全長 222仰の給

状木裂品など数点の1団1.1:依・のある木22む出土した。

3. し字形筒状土製品について

第2図 五村遺跡出土巴形錫著書(註による)

1自由 T2 でも1' 1 とは If向伐の封l:Iú状況~ 'I~ し て必リ、

特にこの稽 3~すからは L字形筒状 1:製品と呼ぶべきも

のが出 1-. し た。 品立大 1~.14.1('聞のもので、 l既iruIlll'円形
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土製品出土状i兄~

の筒・:1*のものの先を斑jtJにifr(カ ーブさせ、 I，bi封M共紋

方向にきっちりと切断した完成品である。

IJ日Cfflま2.4-5.6cll1をil1・り 、25りRのi早;さ主7jO.5-0.7cm

でかープする111:1にli'Jかつてやや後I;I:/J、さ〈採りたむやや

務くな っていく。 外而 Iまヘラ i~1j 1)によ って おおむね丸

〈イ士1-.げた後に牧ナデと討すナデによヮて基本的に縦方

向に調絡して、 I[L(''1に仕上げている。雨漏付近lま縦方

1")に附 2cmはどにわた ってナf'仕上げが施されている。

内iiiiは減妓される |浪りにおいては 、在'Ijhiiqのへラ削 り

が1i6lさtLる(第 3図入

ì~~茶褐色を皐する IJfìjニ 1ま比較的Wijjli されているよう

で、 O.5-]lIIm大の砂をわずかに含み、焼成lま良好で賂

おまである。

また径の小さいIj'の口総を一方の口紋に援し込むと

似定すると 、端部からはIf5 crnほど中におさまるよう

20cm 

… 
(ff/ '¥'a 
~， _ /ダ

G 
である。 第 3図 し字形筒状土製品

1干 H:~ ゴニ.?î~ ゃ1Ifìニヒ ・ 潤~，t主~5から、弥生11年代後期の所iili れている。いずれ用途は明らかになるであろうが、熱

であることは削途りないが、 ~ji例 は 1~:y.!.の|浪リでない。 は会く受:けておらず、細かなJI台土や調'!，lfから何らかの

f..lf ，.li ・ 3住jg-~亦や束奈良治跡から出土したW~I，;J総鈴i左 液体を泌すものとも々えられる。 (周回政l情)

に|刻るフイコ'の羽口に形状は類似するが、*在日そはそれ 愁 林 ぬ rì~t:(県成縦町五本n滋跡出ご|ニの巴形鋼

らより i湾〈 、JJfi土む き灼まIUかくていねいな剥燃がなさ 総に総てJ 11'土政』 第 ] 1号 ]980~~
.，.・・・"“剣勝司刷h-"tI・4・・・崎順例綱同・・・・・御崎則"伽.IUI・時f!Ol側"1.1""1制M・・・・例制・・..UC....IUI・・刷11"'''''''''.・・H州・・句"・・.".. t・.，.・・4州炉咽陶制附・・0""'"・・111'.・・f""'M・・・，..，..ー・・・・・・・"・・・時"闘・・・・・0・川"・‘・8・0仲網"・"・・・・・・・"・・.句..・"1111，"'・."制"・4・.....，，，..噸阿川'"・・

134.新草津川改修工事に伴う

調査(下)

一近世の用水路と水田跡-

2，遺絡

水田蹴i 7J，a湖、{よ、lJ-Y'D-N!I同調筑区ての;検出さ

れた。これらのホ悶跡、!ま 、 ~; 1二人用水路に対応するも

のであリ 、当主 2次m水路に対応するものは験出できな

かった。ま た、時間l'の)]'1匂は、 D-Y羽倉IKでiま用水

路に被災し、 N23・Wて'"lI， ') 、 D - N絢~区では途中で

戦<J: I:\ I闘して北へかたよる 。 各I法p~rl均の胤出!U;I:南北方

向はわかるが、耳E凶方|句は不明である。 D-Y;淘ごef.区

では約8-22mあり、 D-N澗1f.区ではそれがわかる

水田は-i7Jiであり 、約11mであった。

この水日J1湖、で自をひく点は 3点ある。それらの 3点

は、{射能町lこよってもたらされた特徴であると考えら

れる。

第 1 に、 D-Y絢~区の西端吉[)の水聞 とり - N調公

区の筒阿部の 2絞め水f日の暁E寺内で、畦EIi'ドにほぼ並行

した「うね」が見られる ζ とである。ょのような水任|

を付近の人々は「うね聞」と呼んでおり、特に深い滋

[Uでの縫耕校法でめる。このように添いiM闘では、 li
1J<7kiTI上へ出るまでに総朽してしまった り、また 、わ

ずかな刷水によ っても簡単に冠水してしまうためい、

自のような「うね」 を作り、その高いi廷に首を純えつ
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けるのである。このような
水面 1 r 

「うね回」では、日 照りが

よほど絞かないi浪リ 、jま音11

には 'i~'1ニ 7)< 1)<たまっていた

そうである。また、このt也

fS主では敗戦後も例年|旬か1;1:

. この燦i去が行われていたと、L .. J 水筒 |いう(図 3)。

Y'/ V/ I 第 2 として、土織の路午、~Ji
fofrtぜ F押すぜ..(うね田箇>1
r''¥_ ，1 ..¥ '，' ..__. I替によれば、千街地水闘で、

rfrrn万rう，〆万国街 |干妬後10年 を経た緋作土の

第 3図うね田 下層は滋jel習であって、す

きf来や酸化婦は発達していないが、 50年後ではそれら

が明般に区分できる 、とされている。ところで、当遺

跡で牧市さt"Lた水聞の!習は、省二|この砂を含んだ強枯質

の土j習であるが、まだまだ般化Jまされていない。しか

し務干の鉄分が含まれていた。また、この層の下の土

!習は、約半分が遊元性の粘土}習であリ、あと の半分l止

マン 71ンの集積!習(マンガン鴎1泡層の務分もあった)

であった。したがってこの水問は、ヰ由土!日やマン庁ン

集積婦が発途するような低i~lj也や協を初めて水悶化し

たものであると考えられる@ また、耕作二tcn下の土j習

が、より下1i'3とは明後に区分し得るが、 50年後の土壌

のような再老化1習と はなってい ないこ とから、7)<問化後

20-30年総てゆ洪水にみま われたものと考えられる。

~3 に、 D-Y ・ D-N附翻炎.区の綾田l'に取排水用

の水口があったが、 1怖に D-Y溺ーを区西端にある水口

の底には、 i姿絡が 1f障|伏せておかれてあった。ニの ζ

とのイデオロギ一的解釈は嫌しいが、おそらく 、j虫聞

にj:;(する排水の問題に係わってくるものと思われる。

年代 用水路内からは、染付の破片がかなり出土した

が、それらは元禄it!l(1688-1704}を中心とする時期の

ものである。

ところで、用水路は 21時期に区分できるが、逃物を

区分するのはかなり難しい。したがって 、ニれらの遺

構の年代としては、 j互i!l;i拘半としてみえておく。

3.近世前期における低湿地水閏化の持つ諸問題一課

題の塗理

ここで除、低湿地の開発が持つ歴史的な殺を考える

場合、当j室跡の持つ問題を、 i町並wiWlにおける低滋地

71く回開発の持つ一般的問題とあわせて検討しながら、

繋却し ようと思う。

<1支術史的問題〉

@用排水J主術とその系殺 さ包遺跡のような低j即也を7.k
悶化するにあたって、まず出てくるのは、排水の問題

であ る。排水技術は、日埼玉列島に水凶稲作幾業がもた

らされて以来の古い歴史を持つものではあるが、各時

代の用~I 水路の持つヰ約数 ・ 測期を=lE娘したよで 、 当i立

E事の用排水路を{立誌づける必事きがあろう 。

その|務、当逃湖、は北川iという氾絞河川|の近傍にめり 、

当遺跡が含まれる御念村には、 「絡所員長から資金を借

用して北川 を改修した」という伝えがある。さらに、

小出|導氏によれば、利活くは治水に先行主主とされてい

ることなどから、北川をも含めて枚討する必要がある。

@土木具 'Jf是緋具 ここで問題となるものは、低m.地
開発や周知水忠告の術劇とその総持管理IIに使用する土木

具およびi~È回のtM午に使用する~桃呉である。さらに、

当j笠跡1;1:jjiJ述したごとく「うね悶」とし、う終法による

むのであるこ とから、長長緋主主もある桜&の特殊化がな

されている可能性もある。

以上のような、土木具 ・炭耕3誌は、当遺跡では明ら

かにできないが、民俗学や淡楽教術史寄予の成果ーを学(t

ね{まならないfごろっ。

ところ で、土木具ゃJlUJト具は、生E主力橋成要素の中

でも、生産手段の中の労働王子4生としては最も重要なも

のとされており 、それらの司王を当遺跡から考察する ζ
く川 31

とL重苦さであろう 。

@fうね回J 技法とその系員普 この技法については前

述したので詳しくはふれないが、協回の中でもザ~J'に強

い似札|に用いられる。 この「うね悶」技法を、 「う i尋

問J J他府技術とと L に、得l澗幾耕技術の "1' に位~ìiづけ

る必要きがあろう。その際、乾田教法との相互連l潟に穏

主主する必要があろう 。

以上、技術史的{則前iについての課題を述べてきたが、

その他にも、開発技術や労働手段のPJHi'者の問題、関

~ê ~寺の労働力の組織形態の問題が残されたが、これら

は社会的1nij而の比重が大であるので後述する。

〈社会的!MIJi1ii > 
ili:l止前半期、特に元徐WJ を <1'心Iこ してJ1~村のおかれ

ている状態について は、一般的に 、小農村}蓄の光成j切

とされている。すなわち、自家労働力のみによって生

践 と再生滋をな しJ得る袋家(小銭家族)が中心とな っ

て共肉体をなす付泌が 、 i岳地-初頭の諸~如也を契機とし

て形成されてくるが、そのような小農村孫l土、17-世紀

中紫から後半にかけての rノi、前!騒動J等を組iiWlとして

はば成立したとされている。このIJ、燦村?抑止立過絞i立、

かつての名主j替の家父長制的ウクラードに対して、下

人・被官層による |さ11i:化と小j終的ウクラードが{渓越す

る過設がある。さらに以上のような小銭的ウ 7ラー ド

が家父授:Ull的ウクラ ー ドに俊越していく主主底には、小

居住的農法の成立かある。つまリ 、深耕の不可能な、長

床主主主寄すを使用し 、 下人労働力の単純jo.~による ~ll放lfJ..

法を特質とする家父長的ウクラ ー ドに対し、話長耕の可

能な鉄製鍬 ・j自IJJを使用して自家労働力を集約すること

を特質とする小態的成法が成立することによって、ま

た、狭小で散在住Jではあるが新しく糾地を開発するよ
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とによって下人労働から角事政されつつ、小農として自

立忠弘強めていく、とされている.

17世紀前半において総ii'i的内立を達成した小幾層は、

そのことを tM~として、 17世紀中紫から後半にかけて

政治的 ・社会的自立と平等を求めて、いわゆるわj、前

騒動J を闘うことによって、 i!i:ilt的小泉村m織成を形

成するとされてぬ色・

当遺跡の水閉11、元総Jfjlを中心とするものと考えら

れるが、上述のごとく一般的状況と比較してどのよう

に認識されるのであろうか。ここでは、このような問

m意識をもとに以Mを総理することにしよう。

ところで税者，.11riWU'文，h 等、 t具1
つていないのでj只L休的にf行"tJ.及kする ζ とはてで.きないので、

官可J能聖悩悦1:のみについてJふ、れることにする。

@開発主体 元~;kJ~抑制l :ílfJにおける開発、特に当逃
跡の水田II日発主体としてはいくつか考えるよとができ

る。第 1に例目1)的小段、第 2に地主J宮、第 3に務総力、

自H に村ro全体(共同体)である。

とこみで、当地跡めような i~~mlJ日発には排水設備が

必要不可欠であって、それは前阿に述べた第 l次およ

び~2 次の用排水路である.このような用排水路を伴

った開発は、小肢が例別的に行える可能性はほとんど

考・えられない.また、 1m主射について言えば、 17世紀

後半期、小農村議が一応の成立を見た時期には、家父

長制的ウ 7ラード L変質して地主的ウクラードとして

成立している.そしてこの時期に地主層{立 、かえって

緋池袋似をlIIF符に行っていることが指摘されているこ

とから、当遺跡、水任!のflH~主体は御念村の地主階であ

った可能性は考えられる.

次に、 i制加)Jがセ i本にな勺て Im~ をj隼める可能性は 、

まったく ~i定しよることはできないにしても、少ない

と忠hれる。泌総ブJがmJ~に係わるとすれば、 倒~の

奨励や資金のn付けなどではないだろうか。

紋f去の可能性としては、 i~P ;('r村全体が主体となって

開発を行う点である。そして 、この可能性が最も高い

と思われる.すなわち、大ほの労働力をJ1i}j員しなけれ

ばならないこと、Jl1排水路を設けるにあたって、路氏

の持つ土地を干1)月1することになるが、それについての

問題を消終しなければならないこと、また、良作業の

サイクルに合わせなければならないことなどの諸点が

あIfらilる.

@開発技術の所イIの問問 近iltにむける水回開発の技

術は、校術史的!日JfIlでL述べたが、ここでは中世的技

術をどのような人々が受けつぎ、御合村における水図

開発を指持したのか、とも寸r.JJlIUとなる.この開発技

術の問題の中には、 E益法t1ニ~的側的i と労働力の配分、

組織化のffilJifiiが合ま ilる.そして、この問題は生産力

の発展を1A.ったF管財をI則自n:にする上でもきわめて重要

な問題である.

@労働力の動只と組織の問題 これは@の問題とも係

わ')、また、御念村の持つ村務共同体のあリ方とも係

わってくる問題である.さらに、@で述べたように、

労働力の組織化11生応力の問題である.

〈生産カの問題〉

社会の1ft史的変化のJM認には生産-カの発展があるこ

とは周知の~'r~;起である.

では、水回は生産カ概念の情成要.#としてはどのよ

うに位針づけられねばならないのであろうか。

ところで、生産力側念の柿成~.#を生産手段の一部

である労働手段の中のさらに-nsである生応用具(.1支

床r.~ ・ 鍬 . 31J}J)等と労働力だけに限定するi況があり 、

また土地(=水11])を合めなければならない、とする

説があって旅定はして円安心。しかし、日本の前近代

においては、水AMf作が社会の支配的生絡をなし、水

聞はその中でも必要不可欠な袈~であった。また 、 耕

地の存花形態とj:，!liRJ.r:t.との迎l剣形態が中世:の生産力

と社会の債を焼定し、それを1;定することからi!i:i!1:社

会が成立したとする1i力な学説もある.したがって、

水聞の存従形態を欠いた'主l:flJJ I泌にはill大な6t{リがあ

るとJ5・える.

水悶l立、緋作過般においては、 I井起や肥fg労働の対

象として、また、稲をflてる符~;::として、多面的要素

を持ち、単純ではないが、水悶を生il1iカ{疑念の中に位

訟づけることは日本前近代における生産力発炭研究に

おいてきわめて if(要な問題であろうと考える.

〈水筒開発の持つ!fÆ~的.O':~>

ここでは、7.kfUllfJ発が、その後の{卸fi"村にどのよう

な際史的変化を持たらしたのであろうか、ということ

が諜題となる。

第 1に、新しく開発された水rnは:lftが予に入れたの

か。実~ 2に、その結果村決内部のIll11Mt，Yi成にどのよう

な変化があったのか。白03に、 i附給力の収:(，事Ji法には

どのような変化があったのか。 tl14に、以上の問Jmを

総括した&1史的変化はどのようなむのであったのか、

等々の諸課題が反切さ札る. ()主j同 盟)

;主① 的問正!13 ・ t~f己泌郎『出l解よtitの必礎知:む

45山漁村文化協会 1974~"， 

② 小出 r.7-r利似川と淀川IJ 中公紙、!，~ 1975~ 
初版

③ 高級sI9Jr日本rl'i仕股業生産力水t払泌評価の

一制点J (r新しいI.m~・'''1:のためにJ 1977年 8

月 15 日号民的w:muピ部~IJ.'I史郎会)所収

@小作として1'1なするニとら含む.

⑤ 議山~fH乍 rj!í:世 lìíJJIIJの股たとlミilliと鎚民生活J

{新版 r岩波，，~IM u本紙史10j6:i止2J所収)

@誌③に同じ
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